
受診する診断
適齢診断

対象者
６５歳以上の者。

受診時期
６５歳に達した日から１年以
内に受診。
上記受診後は３年以内ごとに
受診。

受診する診断
特定診断Ⅰ
特定診断Ⅱ

特定診断Ⅰの対象者
①死亡又は重傷事故を起こし、
かつ、当該事故前の１年間に
事故がない者。
②軽傷事故を起こし、かつ、
当該事故前の３年間に事故を
起こしたことがある者。

特定診断Ⅱの対象者
死亡又は重傷事故を起こし、
かつ、当該事故前の１年間に
事故を起こした者。

受診時期
乗務前に受診。
やむを得ない場合は、乗務開
始後１ヶ月以内に受診。

適性診断は受診していますか？
自動車運送事業者は、運転者の適性を把握し安全運転に活用するため、
法令で定められた対象運転者に適性診断を受診させる必要があります。
本紙では、受診義務のある「初任診断」「適齢診断」「特定診断」を
紹介しています。

事故惹起運転者初任運転者 高齢運転者

受診する診断
初任診断

対象者
新たに運転者として採用され
る６５歳未満の者。
※ 過去３年以内の診断記録がある場合は

再受診不要。

受診時期
乗務前に受診。
やむを得ない場合は、乗務開
始後１ヶ月以内に受診。

滋賀県トラック協会 適正化直通 （０７７－５１６－８４１１）

特別な指導・教育の実施も忘れずに！

事故惹起運転者

高齢運転者

初任運転者

対象運転者 特別な指導・教育の内容

国土交通省指定の指導項目について
座学６時間以上の指導・教育。

国土交通省指定の指導項目について
座学１５時間以上と実技２０時間以上
の指導・教育。

適性診断結果より運転者が安全な運転
方法を自ら考えるよう指導・教育。

指導時期

乗務前に実施。やむを得ない場合
は、乗務開始後１ヶ月以内に実施。

乗務前に実施。やむを得ない場合
は、乗務開始後１ヶ月以内に実施。

診断結果判明後１ヶ月以内に実施。

新たに運転者として採用した者が６５歳以上の場合は、適齢診断
を受診するだけで、初任診断を受ける必要はありません。
また、新たに運転者として採用した者が事故惹起運転者に該当し、
かつ、６５歳以上の場合は、特定診断Ⅰ又は特定診断Ⅱを受診す
るだけで、適齢診断と初任診断を受ける必要はありません。

ポイント



労務管理説明会トラック事業者向け

その労務管理
本当に大丈夫ですか？

労務管理のポイントをわかりやすく解説します！

開催日時・会場

第1回 第2回
令和８年

9月2日(水)
14:00～16:30

滋賀県トラック総合会館 大ホール

（守山市木浜町2298番地の4）

令和８年

10月1日(木)
14:00～16:30

平和堂HATOスタジアム内 会議室５

（彦根市松原町3028）

※第１回と第２回は同じ内容です。ご都合の良い日程をお選びください。

第１回 令和８年８月１９日（水）
第２回 令和８年９月１７日（木）

滋賀県トラック協会 適正化事業の
ホームページ又は右の二次元コード
からお申込みください。

申込方法

申込締切

対象者 内容

お問い合わせ先

会場申込手続について

講演内容について

一般社団法人滋賀県トラック協会

０７７-５１６-８４１１（適正化直通）

滋賀労働局労働基準部監督課

０７７-５２２-６６４９

時間外労働上限規制の適用と改善基準改正か
ら２年監督指導結果から見えてくる課題や取
組事例を紹介

３６協定の締結、法改正に伴う就業規則の変
更など面倒な手続き関係を分かりやすく解説

事業場の魅力や強みを発信。求人票を工夫す
ることで慢性的な人手不足を解消

墜落災害や転倒災害など多発する高年齢労働
者の災害を防ぐため改正労働安全衛生法を徹
底解説


